
　秋も深まり、朝晩めっきり肌寒く、街路樹の葉が色
づく季節となりました。

　10月には、各学区や自治会において、「学区民のつ
どい」や運動会、文化祭などが開催され、多くの方々が
集い、交流いただきました。いずれも新型コロナウイ
ルスの影響が一定落ち着く中、地域の絆を取り戻そう
と、工夫を凝らして開催されたところです。
　準備などに取り組まれた関係者の皆さまに心より感
謝と敬意を表しますとともに、来年こそは、新型コロ
ナが終息し、従前の形で、地域の絆を取り戻すことが
できることを期待しているところです。

　さて、11月３日、市民ホールにて「市政功労者表彰式
典」を開催し、17人、３団体の皆さまを表彰させていた
だきました。今日まで、地方自治や消防団活動、体育
振興、福祉の向上など、それぞれの分野において、常
に市政の発展のために率先垂範、献身的に活動され、
本市のまちづくりに多大なご貢献をいただいた皆さま
であり、心より感謝を申し上げます（詳細は前号３頁）。

　また、10月30日には、もりやまエコパークにおい
て、「自然環境を考えよう」をテーマに「もりやまエコ
フェスタ 2022」を開催し、多くの方々にご来場いた
だきました。
　近年問題になっている「海洋プラスチックごみ」に関
するご講演、小中高生の環境学習の発表、環境新聞の表
彰、企業・団体の展示ブースなどにより、環境について
学び・考え・行動するきっかけやヒントを提供させてい
ただいたところです。また、近年、赤野井湾や琵琶湖の

環境改善によりホンモロコの産卵が見られるように
なったことを踏まえ、滋賀県の協力のもと「琵琶湖の恵
み体感ブース」にて、水槽展示やホンモロコなど1,500
匹の試食体験（七輪焼き・唐揚げ・バター焼き）などを実
施させていただきました。
　今後とも「環境学習都市宣言」の具現化に向けて、「も
りやまエコパーク」を拠点に環境学習の取り組みを進
めてまいります。

　新型コロナワクチン接種につきましては、１２歳以上
の接種状況は、１１月5日時点で、３回目接種が54,033
人（接種率72.1％）であり、４回目接種は25,095人（接
種率33.5％）で、うち６０歳以上の方が18,175人（接種率
78.7％）という状況です。
　10月26日からはコミュニティ防災センターでの集団
接種を再開し、ファイザー社製のオミクロン株（ＢＡ.４、
ＢＡ.５）対応型ワクチンでの接種を実施しているところ
であり、市内医療機関での個別接種も引き続き実施して
います。
　また、国の方針見直しにより、接種間隔が「前回接種日
から３か月」に短縮され、５回目接種も開始しています。
　年末年始を控え、インフルエンザとともに感染リスク
が高まる時期を迎えます。守山市としては、接種を希望
される方が円滑に接種いただける体制を整えておりま
すので、早めの接種をご検討ください。

　さて、文化・スポーツの秋です。
　市民の皆さまにおかれましては、基本的な感染予防
対策を講じながら、文化やスポーツを楽しんでいただ
くとともに、これまでなかなか難しかった観光などを
お楽しみいただければ幸いです！

市長から市民の皆さまへ 市長メッセージ
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電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、令和4年度住民税非課税世帯などに対し、国に
より「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（1世帯当たり5万円）」が支給されます。
　市では、さらなる生活支援として独自に1万円を加算して、1世帯当たり総額6万円を支給します。給付金
の内容や申請方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください。
対�①住民税非課税世帯
　　令和4年9月30日に、世帯全員の令和4年度分の住民税均等割が非課税の世帯
　②家計急変世帯
　　�令和4年1月～12月に、予期せず家計が急変し、①と同様の事情にあると認められる世帯
支給額
　1世帯当たり6万円（1世帯当たり1回限り。①②の重複受給はできません）
申�①住民税非課税世帯
　　�対象世帯には、11月下旬から確認書または申請書を送付します。内容を確認し、必要書類を添付のうえ、

令和５年１月31日（火）までに確認書または申請書を返送してください。
　②家計急変世帯
　　�令和4年12月１日（木）～令和５年１月31日（火）に、申請書および必要書類を郵送または直接（予約制）、下

記窓口へ提出してください。
問�〒524―8585　吉身二丁目5―22
　生活支援相談課　
　 （516）4090（給付金担当）　 （582）1138
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